
  
 

日時  【2 月１８日】 １４:２０ ～ １５:１５ 【2 月１８日】 １５:２５ ～ １６:２０ 

会場 第１会場（１F） 第４会場（２F） 

募集 

テーマ 

農業水利施設の改修、補強・補修における施設の長寿命化、 

ライフサイクルコスト縮減技術 

農地整備後の管理を伴う事業で有効

に活用できる情報化施工技術 
補修技術－在来工法のトンネル補修時における空洞充填技術 

道路維持管理－冬期における視程障

害対策のための技術 

技術名 
省合金型の二相ステンレス鋼 

「NSSC2120・ASTM S32304」 

ハイパーモルタル工法 

高性能モルタルによる水路補修工法 

土工を合理化するシステム 

「ICT 土工管理システム」 

不燃性ポリカーボネードを用いた高

断熱漏水防止工法 
パフェグラウト工法 

高輝度ＳＭＤを用いた防雪柵による

視線誘導方法 

要旨 

新技術「省合金二相ステンレス鋼」は、

ダム･堰･水門･排水機場などの河川施

設に対し、高耐食・高強度、さらに価格

安定性に優れた二相ステンレス鋼を適

用することで、初期投資を抑えつつ、再

塗装などの維持管理費用の削減に貢

献する技術です。 

      【従来技術との違い】 

 

 

 

 

 

 

 

【提案する用途】

 

     【水門扉体製作コスト比】 

【概要】 

本工法は､エポキシ樹脂系プライマー

(CE35) 、 ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル

(RP-1)、アクリル樹脂系膜養生剤(RP フ

ィニッシャー)の組み合わせによるコンク

リート構造物の断面修復・表面被覆工

法である。 

【特長】 

・ビニロン短繊維混入しており、靱性を

有する 

・耐摩耗性に優れる 

・再乳化型粉末樹脂の添加により、吹付

け、コテ塗りの作業性を向上させた 

・一度に 30mm までの厚塗りが可能 

 

【効果】 

 

 

 

 

【その他】 

 

【概要】 

前田建設の「ICT 土工管理システム」は

3D データを基盤とし、RTK GNSS 測量、

ブルドーザ・バックホウのマシンガイダン

スシステム、GNSS による締固め管理シ

ステムを包括したシステムである。設計

形状や施工に必要な各段階のデータが

格納されており、施工精度が向上するこ

とで細かな排水勾配を確保しながらの

施工が可能となる。また、施工情報を一

元管理でき、蓄積が行える。 

 

【導入効果】 

 ロックフィルダムにおいてガイダンス技

術の施工精度の検証や施工能力の検

証を行った。また、位置データと施工情

報の記録を行った。 

 

【本技術の応用例】 

 農地整備への応用として、大規模な整

備では排水勾配を管理した施工が可能

であり、農地の利用目的に応じた水路

や暗渠管の確実な設置と設置位置の記

録が有用な情報として利用が可能となる

と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

  図-1 ICT 土工管理システム概念図

 

 近年、主に在来トンネルの緩み荷重の

経年変化による空洞対策が重要な視点

となってきている。 

今回発表する技術は、トンネルのライ

フサイクルコスト上、特に北海道で対処

しておく事項として空洞充填後または事

前の予防措置も含め水処理対策とし

て、材料、施工時間、および交通規制を

含めトータルコスト削減とトンネル管理の

し易さを目的に開発した物である。 

 

 

 

 

 

 

 

具体的には、建築で用いられている

不燃性ポリカーボネート（厚さ 10mm 程

度）を用いている。在来の物と比べ断熱

性、施工性、剥落時の車に対する安全

性、それと経済性を考慮して開発したも

ので一般に流通している材料であること

から非常に安価で軽いため施工性が優

れている物である。また、止め方を工夫

し建築限界をほとんどおかさない特徴も

有している。 

断熱性に関しては従来熱の移動速度

を指標としていたが断熱特性は面積当

たりの熱環環流率で考えている 

本工法は、可塑性を持つパフェグラ

ウトによる空洞充填工法である。以下

にその特徴を示す。 
(1)可塑性 可塑性とは、グラウト材

が加圧下では流動性を発現し、無圧下

では流動性を失う特性である。したが

って、空洞を確実に充填することがで

きる一方で、不要な箇所への流失を防

ぐことができる。 
(2)非収縮性 パフェグラウトは、ブ

リージングや硬化収縮がほとんど生

じないため、空洞を隙間なく充填する

ことができる。 
(3)水中不分離性 静水中で溶け出さ

ない水中不分離性を有しており、湧水

や宙水（たまり水）などが認められる

空洞の充填にも適している  
(4)品質の安定性 本工法は、基材と

可塑材の２液を別々のラインで圧送

し先端で混合する。その制御にコンピ

ュータ（COGMA システム）を用い、

材料品質を安定させている。さらに注

入孔口元に取り付けた圧力センサー

が設定圧力以上になるとグラウトポ

ンプを自動停止する機能を付加する

こともでき、グラウト材の圧力による

覆工コンクリートへの悪影響を防ぎ

ながら安全に施工することができる。 
 

  図 無圧下での自立状態 

１ 概要 

本技術は、視程障害に陥るホワイトアウ

ト発生時において、防雪柵に高輝度Ｓ

ＭＤを用いドライバーからの視認性を

高め、安全性向上と個への安心感を提

供する視線誘導方法である。 

この高輝度ＳＭＤは一般のＬＥＤに比

べ、ＲＧＢによる多色発光が出来ること

と視野角度が１２０度と多様性があるた

め、高い視認性が確保される。また、自

動車用バッテリー程度の低電力での発

光と共に特殊な加工を必要としないた

め、低コストでの設置を可能とする。 

技術の特徴としては、防雪柵の防雪

板に取り付けることで道路線形に応じ

た高輝度 SMD の発光線による視線の

誘導を行なうものである。また、同時に

簡易的な吹雪感知センサーを使用する

ことで周辺環境や気象条件に応じた発

光及び発光色の切り替えも可能と考え

る。ホワイトアウト発生時におけるドライ

バ＾―への認識及び視線誘導と視界か

ら伝達する有効的な手段となる。 

 

企業名 新日鐵住金ステンレス株式会社 ライト工業株式会社 前田建設工業株式会社 中央運輸建設株式会社 日特建設株式会社 理研興業 株式会社 

NETIS QS-120023 
  

  KT-090052-V 
 

項目 試験結果
耐摩耗性(28日) 平均摩耗深さ比較結果：1.5以下

付着強度(28日) 3.2N／mm2

促進中性化(28日) 1 .0mm
曲げ強度(28日) 7.6N／mm2

圧縮強度(28日) 38.1N／mm2

長さ変化率 0.04%
粗度係数 0.010以下
凍結融解性 102％(300サイクル)
透水量 4.0g

下地処理（高圧洗浄）

エポキシ樹脂系プライマー（CE35）

ポリマーセメントモルタル（RP-1）

アクリル樹脂系膜養生剤（RPフィニッシャー）

透過性がある 
断熱性がある 

ピン止め 

ポリカーボネート接合部 



  
 

 

日時 【2 月１９日】 １５:１０ ～ １６:３５        
 

会場 第５会場（３F） 
    

募集 

テーマ 
仮設材の敷鉄板に変わる技術 河川堤防におけるイタドリの繁茂を抑制できる技術 大規模土砂災害対策のための技術 

泥炭、粘性土などの盛土不良土の土壌

改良に関する技術  

技術名 
廃材パレットと木材チップを用いた

トラフィカビリティ向上技術 

 防草基盤を構築する工法 

 バリヤーグラス工法 

河川のイタドリなど雑草の抑制 
効果を図った技術 

 「浄水汚泥・堆肥種子吹付工」 

無足場施工による補強土削孔 

「NSD システム」 

泥土リサイクル技術 

「ボンテラン工法」 
  

要旨 

 一般の土工工事においてはダンプトラ

ックやバックホウ等の重機が安全で効率

よく稼働できるとこと、さらには防塵対策

等で敷鉄板を用いることが多い。特に、

軟弱地盤や粘土上で適切な動きが出

来るようにするためには①荷重分散②

すべり摩擦抵抗③経済性が重要なファ

クターとなる。しかしながら、敷鉄板も粘

土上では滑る、さらには凍った場合は滑

る等経済性は高いながらも万能な物で

はないと考えられる他大量に使用される

ことから、不足した場合の対処や本来他

の方法でも機能は満足する方法もあると

考えられる。 

 今回発表する技術は、敷き鉄板が不

足した場合等においても経済性と現

場で発生する物を用いて重機のトラフィ

カビリティ向上を目指して開発した技術

（工法）である。具体的にはヘドロ状にな

った場所に廃材として廃棄が困難なパ

レットを荷重分散材とし、その上に連結

効果を期待するための網（今回はφ3.2

×50×50 の金網を用いている）を敷き

その上に緩衝材として木質チップ（現場

に応じて裁断を決める）を敷いてダンプ

トラックを走行させたものである。 

 

 

【概要】 

本工法は、産業副産物を有効活用して

防草基盤を構築する工法です。基盤の

硬度で植物の繁茂を物理的に抑制しま

す。 

【特徴】 

モルタルガンによる吹付け施工が可能

であるため、施工性に優れます。安全性

の確認された産業副産物であるクリンカ

ーアッシュ（石炭灰）と針葉樹樹皮を有

効活用した防草工法です。ある程度の

透水性と保水性を有しており、着色も可

能なため、周辺環境に馴染む工法で

す。 

 

【効果】 

防草基盤は、施工後 10 年間程度の防

草効果と、出水時における堤体土粒子

の流出防止効果が期待できます。 

 

【その他】 

歩行には十分耐えられますが重量物の

載荷や通行は避けてください。 

 

 

 

施工実績（全国約 60 件、北海道 1 件） 

・札幌市（平成 24 年） 

 

【概要】 
 河川堤防に自生するイタドリの

生育抑制を図る植生試験施工。 
【特徴】 
 大規模な堤防の改修は行わず、既

存状態をできるだけ残す状態で植

生地盤をつくり、地山に適した植生

を行うものである。 
【効果】 
土壌菌粉体と土壌菌の住処とな

るゼオライトを使用し、土中微生物

の成育環境を造ることで団粒構造

が改善され、植物の根の生育が促進

される。芝根は従来工法の 2 倍程度

まで伸長し、芝密度が高くなって、

他の雑草の侵入抑制効果が見込め

る。また、浄水汚泥にはすでに凝集

剤が含まれているので、土壌粒子結

合の役割をもち、堤防の土粒子流出

を防ぐ効果が有る。従って芝植生の

衰退や欠落を防ぎ、芝の長期維持が

図られる工法である。 
【その他】 
 貴重な良質天然客土材の多量採

取を抑制し、リサイクル材を積極的

に活用することから、地球保全型緑

化工法といえる。 

 

【概要】 

NSD システムは、従来、足場上に削孔

機を設置し施工を行なっていた補強土

工法を無足場施工で可能とした補強土

工法である。削孔機は施工条件に応じ

て選定できるため、様々な施工条件で

の無人化施工が可能である。 

【特徴】 

現場条件により 4 種類の施工方法から

選定可能である。削孔機の選定により

単管から二重管削孔まで可能であり、

対象地盤も土砂から岩盤、崩壊性地盤

への対応も可能である。 

使用する機械によっては、施工高さ 50m

程度、削孔長も 10m 程度までは可能で

ある。 

【効果】 

足場施工の困難な場所においては、安

全性・施工性において非常に効果があ

る。削孔時に無人化施工が可能である

ことから転落・墜落災害の点においても

有利で安全性の向上を図っている。 

 

【概要】 

従来、盛土材としての利用が不適と

されてきた泥土に、繊維質系泥土改良

材「ボンファイバー」と固化材を添

加・混合することにより、改良土の取

扱い性を向上させ、高耐久性および地

震対策機能性を付加し、地盤材料とし

て再資源化する工法です。 

【特徴・効果】 

 改良土の取扱い性に優れ、工期の

短縮が可能。 

 泥土を残土処分する場合に比べ、

発生現場内で再資源化が可能とな

るため大幅にコストを削減。 

 凍結融解試験の結果、ボンテラン

改良土は固化処理土に比べ、高い

強度と耐久性を有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

企業名 株式会社 砂子組 技研興業株式会社 日本循環型植生技術協会 ライト工業株式会社 ボンテラン工法研究会   

NETIS 
 

HR-110023 HK-030029-V KT-990295-V TH-020042   

施工状況 

完成（堤体） 




